
ＷＣ

ＷＣ

倉 倉

倉庫

倉庫
（備蓄）

事件
対策室

刑事課 

訓授室

移動間仕切

移動間仕切

警務課
捜査
会議室 署長室

用務員

更衣室地域
控室

会議

取調
地域課

屋内公務用Ｐ屋内公務用Ｐ屋内公務用Ｐ

屋内車路
(教練・朝礼スペース )

公務用自動二輪車Ｐ
ＷＣ・授乳

拾得物
倉庫

会計課

当直室
ロビー

総合
案内

霊安
検視

交通課

OA 取調室取調室取調室

男子更衣
仮眠

保護保護保護

SS

SS

事情聴取
女子
更衣･仮眠

会議室

事件
対策室

会議

会議訓授室
倉庫

生活
安全課 更衣･書庫

事情
聴取室
事情
聴取室
事情
聴取室

取調取調取調

鑑識
写場

倉庫 少年
補導室
少年
補導室
少年
補導室 取調取調取調

ＷＣ

ＷＣ

刑事資料室
倉庫

倉庫
管理

喫食･看守･診察･配膳･収納

面会室

(少年 ) 留置居室留置居室留置居室

保護室
洗濯物干

脱衣
浴室

更衣
仮眠

会議
防連

証拠品
倉庫

取調文書庫

屋内
教練場

留置
管理課

道場

前室
会議

洗面
更衣
防具庫

特別警ら隊事務室 事件
対策室

洗濯
物干場

屋上設備
機器置場

屋根裏
倉庫 道場上部吹抜

屋根

通信情報
機械室EPS

EPS

EPS

EPS

EPS

EPS

事件
対策室 警備課事務室 取調

待
合
室

室
外
機
置
場

室
外
機
置
場

運
動
場

被
害
者

応
接
室

け
ん
銃

格
納
手
入

証
拠
品

取
調
取
調
取
調

看
守
室

Ｗ
Ｃ

EV 護送
EV

EV 護送
EV

EV 護送
EV

EV 護送
EV

EV 護送
EV

EV 護送
EV

来客用玄関

職員用玄関

護
送
用
玄
関
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７
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６

４

５
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１

２

ＮＮ

屋内車路屋内車路

公用Ｐ公用Ｐ公用Ｐ

一般Ｐ一般Ｐ

街かどオープンスペース

街かどオープンスペース

街かどオープンスペース

バス停バス停バス停

ベンチベンチベンチ

ベンチベンチベンチ

ベンチベンチベンチ

電光掲示電光掲示電光掲示

車路
（非常用）
車路
（非常用）
車路
（非常用）

待機Ｐ待機Ｐ待機Ｐ

区画扉区画扉

歩道歩道

区画扉
区画扉

（教練・朝礼スペース）（教練・朝礼スペース）
区
画
扉

区
画
扉 公

用
Ｐ

公
用
Ｐ

公
用
Ｐ

６

３

１

２

５

４

庁舎

公用Ｐ車庫公用Ｐ車庫公用Ｐ車庫公用Ｐ車庫公用Ｐ車庫公用Ｐ車庫

事故車両保管車庫

大型Ｐ大型Ｐ大型Ｐ
倉庫

一般エリア

職員用玄関警察エリア

来客用
玄関
来客用
玄関
来客用
玄関

セキュリティ区画 (＝浸水対応区画 )

①来庁者用駐輪場 20台 ②職員用駐輪場 50台
③公務用自動二輪車Ｐ45台

Ｐ15台

Ｐ40台

① ②

②

③
護送用玄関

ＮＮＡ課
取調
Ａ課
取調Ａ課Ａ課

Ｂ課→留置室・道場可能

Ｂ課
取調
Ｂ課
取調Ｂ課Ｂ課

廊下廊下

WCWC

EVEV 護送
EV
護送
EV

Ａ課
取調
Ａ課
取調

Ａ課Ａ課WCWC

Ｂ課
取調
Ｂ課
取調Ｂ課Ｂ課

廊下廊下
EVEV 護送

EV
護送
EV

東東

西西

東東

西西

コ
ア
の
西
側
に
廊
下

コ
ア
の
西
側
に
廊
下

コ
ア
の
東
側
に
廊
下

コ
ア
の
東
側
に
廊
下

ＮＮ
マンションからの視線マンションからの視線

視線防御視線防御 視線防御視線防御

街かど
　オープン
　　 スペース

街かど
　オープン
　　 スペース

校内通路校内通路

周囲からの視線周囲からの視線

警察エリア警察エリア

警察車両動線警察車両動線

一般エリア一般エリア
一般車両動線一般車両動線

校舎からの視線校舎からの視線

比
治
山

黄
金
山

軸
線

広島駅

宇品
瀬戸内海

南
区

旧宇品線

建設地

猿猴川
京橋川

山陽本線

被
服
支
廠

兵
器
支
廠

京
橋
川

瀬
戸
内
海

猿
猴
川

■機能低下の最小限化及び維持化
1

A
B
C
D

2
3

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

Ⅰ

Ⅱ

4

重要設備室
１階床高さ
擁壁と防水板
液状化対策

上階に設け浸水による被害防止
地盤面+0.5ｍとして浸水の軽減
庁舎・警察エリアの浸水防止

ガスと電気の併用とし、リスク軽減

上下水道使用不可の時トイレ利用可能

警察車両エリアの液状化対策

■業務継続の機能維持化
自然採光
自然換気

天井材・設備

エレベーター

資機材
飲食料備蓄

バッファ拠点

執務環境に極力自然採光を確保
適切に自然換気が行える計画
非常電源付
物量搬送のため大型化

非常時に備え資機材庫、
備蓄倉庫
窓ガラスの落下防止、
飛来物・視線制御、熱負荷低減

大型ガラス避け、
破損時の納期費用軽減

本部が被災した時の代替え機能検討

バルコニー
ルーバー
垂直緑化

落下転倒防止

ガラス 

■電力・通信の多重化

通信情報
電源車
自家発電システム

太陽光発電

燃料備蓄７日分
停電の長期化対応として接続盤検討

■給排水空調の多重化
熱源の多重化
汚水貯留槽
貯水槽

多重化
携帯電話充電等の直流電力供給

建物建物建物 道
路
境
界
線

道
路
境
界
線

道
路
境
界
線

道
路
境
界
線

圧迫感
強

圧迫感
強

×× ○○
圧迫感
緩和
圧迫感
緩和建物建物建物

歩道歩道歩道歩道

警備課 通信

会議

面会

道場

留置居室

刑事課

地域課

会計･交通･当直

特別
警ら隊

留置管理課

生活安全課

警務課

車庫 車路

廊
下
廊
下

廊
下
廊
下

一般利用者の利用頻度が高い室を
１階から配置した構成

一
般
利
用
頻
度

ロ
ン
グ
ス
パ
ン

ロ
ン
グ
ス
パ
ン
ロ
ン
グ
ス
パ
ン

ロ
ン
グ
ス
パ
ン

梁：PC鋼線梁：PC鋼線梁：PC鋼線 ＷＣ

通信

倉庫

ＷＣ

ＷＣ

ＷＣバルブ

汚水貯留槽 貯水槽

Ｐ非常電源

下水本管 上水本管

Ｄ

Ｂ

Ｃ
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Ａ
Ｉ
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カ
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Ⅱ

太陽光発電

自然採光
自然換気

資機材･飲食料備蓄

汚水をバルブ切り替えで
汚水貯留槽に溜める

上下水が利用不可の
非常時のトイレ利用

貯溜水を洗浄水として
非常電源付ポンプで供給

1階床高さ
擁壁と防水板

バルコニー･ルーバー
ガラス

通信情報
重要設備室
自家発電システム
熱源の多重化

汚水貯留槽・貯水槽

バッファ拠点
エレベーター
バルコニー･垂直緑化
天井材･設備
液状化対策

電源車

×× ××

歩車道分離１

区画扉は歩道から後退し
低木植込で視認性を確保

３

護送車用車庫は屋根・壁・シャッターで視線を制御
前後シャッターで両方向から前進寄付き可能

５

南北の警察エリアを結ぶ屋根付き車路
教練や朝礼スペースとしても活用

４

高校への通学路からバス停にかけて街に開放したオープンスペース
車庫の壁面活用で警察署の情報を発信する「インフォメーションウォール」設置
県産材利用の屋根付ベンチや木ウォールでやすらぎを提供

６

警察車両の
非常事態用車路

２

11
護送優先で職員
も利用可能な前
後扉のＥＶ

１
見通しの良い管
理しやすい位置

２
外部の目にふれ
ない仕組みで
護送とご遺体の
搬送車庫として
活用

３
用途により移動
間仕切りで分割
可能

４
共用利用可能な
会議室等を集約

５
執務室は整形の
無柱空間で適正
な奥行きを確保

６
護送ＥＶから直
結で別課取調室
へ各々アクセス
可能

７
面会と留置側の
中間点で両サイ
ドからアクセス
可能

８
屋内教練場と
道場の兼用

９
屋根裏スペース
の有効活用

10
一般用ＥＶは廊下
位置に応じ東ま
たは西へ扉設置

テーマ１ 警察機能を発揮させる機能的な施設づくり テーマ２ 万全な防災対策による安全な施設づくり

テーマ３ 周辺環境と調和した魅力ある公共建築としての施設づくり

平面の基本的な考え方図２

・西側を一般車両エリア、東側
を警察車両エリアとし明快
に区分します。

・庁舎１階の東側に通り抜け
可能なピロティ状の屋内車路
を設け、南と北の警察車両
ゾーンを繋ぎます。

●明快なエリア分け

警察車両出入口：緊急出動のための車両の出入口２カ所＋非常
用（玄関前）１カ所を確保します。
警察車両乗込ルート：職員出入口から車庫・装備倉庫を近接、
多数を屋根付きで雨の日でも濡れずに乗り込み可能とします。
警察車両用駐車スペース：駐車スペースは並列配置でゆとり
のある間隔とします。

●早期現場臨場のための配慮

南区付近（現在と戦時中の重ね）図８
建物と歩道の関係図10

ウェーブ緑化イメージ図９

配置計画【図１】【図４】
・耐震性Ⅱ類を最
低基準とした
地震に強い庁舎
で風水害時にも
耐える機能性
を備えた庁舎
とします。 

●自然災害に耐える強靭な庁舎

・一般車両駐車場は炊き出し等の作業が可能な大屋
根の玄関庇やマンホールトイレを設け、一時避難
や災害活動拠点として活用します。

●一般駐車場の災害活動拠点化

・当敷地は瀬戸内海・
旧広島陸軍被服支
廠・比治山を結ぶ
軸線上に位置して
おり、自然環境と
歴史的背景をつなぐ
庁舎を計画します。
【パース 1】【図８】
・旧広島陸軍被服支廠
と調和するデザイン
を取り入れることで、
原爆体験を継承し
平和への願いの架
け橋となると共に、
街並みの一体化で住民の方に
親しまれる姿を目指します。
　【パース 1～ 4】
・西面のウェーブ緑化は南区の
エリアを形作る京橋川、猿猴川、
瀬戸内海の３つの水面の波
と比治山の緑の連動をイメージ喚起させる計画とし
ます。【パース２】【図９】

・地域で育った県産材を積極的に活用し、温かみのある
庁舎とします。【パース５】

●自然そして歴史をつなぐ軸線に相応しい佇まい

・外壁沿いにバルコニーを設けルーバーや壁面緑化を
付加し視線制御を施しつつ、自然換気もしやすく
日射負荷軽減ができ、省エネにも貢献する計画と
します。

●警察機能を考慮した視線制御と環境負荷配慮

・勾配屋根によりボリュームを低減させ、壁の一部を
レンガ調とすることで周辺環境と調和し、警察署の
持つ威圧感を和らげる計画とします。【パース１】

・レンガ色と金属色のコンビネーションで、あたかも
以前から馴染んでいるようなイメージと未来に向かう
現代的なイメージをバランスよくミックスします。
　【パース１～４】
・敷地の形状及び広さから
幹線道路境界ライン付近
まで建物が迫るため、歩
道に近い部分は２階建て
とし圧迫感の軽減を図り
ます。【図10】

●圧迫感の軽減

・校内通路側は、庁舎の窓から溢れる行灯のような灯
りなどで高校生の安全を見守るやさしい光とします。
【パース３】
・敷地北側の一角と歩道沿いを街かどオープンスペース
として近隣住民の憩い及び情報発信の場として利用
します。【パース４】

●近隣に対する細やかな配慮

・２階の訓授室、会議室は情報端末を多数接続でき
る環境を整備し、災害対策室として転用します。

・道場は広域緊急援助隊の詰所として活用します。
・１階ロビーは電源や情報回線を設置し、緊急
救助隊等の打合せや待機場所として活用します。

●災害時柔軟に機能転換できる庁舎

・エコロジーとエコノミーに配慮しながら、
 □機能低下の最小限化及び維持化  □電力・通信の多重化
 □給排水空調の多重化  □業務継続の機能維持化
 を図ります。【図７】

●エコと両立した事業継続（ＢＣＰ）可能な庁舎

・時間外エリアに対応したセキュリティーや個別空調の対応とします。
・執務室などを経由せずに屋外機器のメンテナンスが可能なルート
とメンテ作業限定エリアを設けます。

・使いながらの更新が可能な設備配管のリプレイススペースを確保します。
・死角をつくらない、見通しのよい空間づくりとします。
・階段は２方向避難用として屋内に２箇所設け、一般利用と職員利
用のゾーン分けに配慮します。

・当直室は外部の見通しがよい玄関及び道路に近い１階に設置します。
・被留置者関連室は外開きを基本とし、閉じこもりを防止します。
・留置の看守台を高めにしたり遮蔽板の設置を検討し、秘匿化に配慮します。
・警察車両エリアの出入口は監視カメラとあわせてセンサーで通過
を知らせる仕組みを検討します。

●フルタイム運用や秘匿性の高い特性に対応したつくり

・道場や屋内教練場の下階への振動防止を図ります。
・女性職員の働きやすい環境を整備します。（休憩室、宿直室、パ
ウダースペース等）

・保護室からの騒音対応、掃除や換気がしやすいつくりとします。
・霊安室は護送車庫に併設し外部の目に触れないよう配慮します。
・面会人窓口から留置課執務室経由で被留置者が見えないレイアウ
トとします。

・外構は警察利用エリアとなる囲いの管理区画と浸水対応の区画を
兼用できるつくりとします。

・シャッターの開閉は利用目的を考慮しつつ極力手動対応可能とします。
・護送用ＥＶはストレッチャータイプで、護送を優先管理としつつ
前後扉により職員の通常利用も可能とし利便性を向上します。

●機能面の配慮

運用計画

・ 利用する全ての人【障害のある方・高齢者・家族連れ・子ども・外国人・
初利用者・弁護士・職員など】の、いろいろな利用場所や利用状況
　【トイレ・駐車場・垂直水平移動・案内サイン・プラン・内装仕上・色彩・
授乳・自販機・家具備品】を想定し、安心して利用できる施設を目指します。

●あらゆる利用者の視点に立ったユニバーサルデザイン
ユニバーサル計画

・ライフサイクル
コストを低減す
る仕組みで警察
機能の助けとな
り、エコロジー
に配慮した機能
を取り入れます。

●コスト面を考慮しつつ利便性が高い運用が可能なつくり
ライフサイクルコスト計画

・敷地形状から南北方向を長手とする建物形状とし、コア（階段・EV）
を建物中央の長手方向に横並びで設置します。【図２】
 →廊下をフレキシブルに設ける事ができるため課の規模や

用途に応じて変更が可能となり、今後の要望や将来変更に
ついて柔軟に対応できます。

 →最小限の共用部となりコンパクトなプランが可能です。
 →同一階に護送ＥＶ直結の取調室が必要な２課が設置可能です。
・一般利用者頻度と秘匿性に応じた階構成とします。【図３】

●フレキシブルな室配置を可能とするつくり
平面計画【図５】

一般住民動線：幹線道路からわかりやすい位置に玄関を設け、
１階にひと目でわかる総合案内、一般住民対応窓口を集約、
ロビー正面に来客用ＥＶや階段を設け誘導します。
職員動線：館内出入口は警察車両駐車
場に近い位置で、一般の方から目につ
きにくい屋内車路側に設置します。
被疑者・護送者動線：一般の方には目
に触れない護送車専用スペースから護
送用ＥＶを経由して取調室や留置ス
ペースに直結する計画とします。（護送
車専用スペースは前後シャッターで両方
向から前進寄付きとし事故防止に配慮）
被害者動線：被害者相談室へは執務室を
通らず目につきにくいルートを確保します。
面会人動線：留置関連は専用階として一
般の方は面会人のみの利用階とし、必要
最小限の窓でプライバシーに配慮します。 

●利用者毎の細やかな配慮
動線計画【図４】

フロア構成図３

配置イメージ図４ 平面イメージ図５

ゾーニングと動線図１

鳥瞰　　瀬戸内海・旧広島陸軍被服支廠・比治山を結ぶ軸線上に位置する鳥瞰　　瀬戸内海・旧広島陸軍被服支廠・比治山を結ぶ軸線上に位置する鳥瞰　　瀬戸内海・旧広島陸軍被服支廠・比治山を結ぶ軸線上に位置するパース１ 正面外観　　周辺環境調和、熱負荷軽減、秘匿性を考慮した外観正面外観　　周辺環境調和、熱負荷軽減、秘匿性を考慮した外観正面外観　　周辺環境調和、熱負荷軽減、秘匿性を考慮した外観パース２ 校内通路側　　高校生を見守る灯り校内通路側　　高校生を見守る灯り校内通路側　　高校生を見守る灯りパース３ １階ロビー　 県産木材活用・ひと目で分かるサイン１階ロビー　 県産木材活用・ひと目で分かるサイン１階ロビー　 県産木材活用・ひと目で分かるサインパース５

街かどオープンスペース　　憩いと情報発信街かどオープンスペース　　憩いと情報発信街かどオープンスペース　　憩いと情報発信パース４

構造モデルイメージ図６

事業継続（ＢＣＰ）可能な庁舎図７

38.8cm×7.7cm=298.76 ㎠

屋根裏スペース
共用部の最小限化
ガラス
高気密・高断熱
垂直緑化
屋上の勾配屋根化
汚水貯留槽・貯水槽

屋根裏空間の有効活用
廊下の最短距離化、ＥＶホールの最小限化
複層ガラスによる熱負荷の低減
建物の外周廻りを高気密、高断熱化しエネルギーロスを軽減
熱負荷低減(植栽は手入れ容易な樹種、自動潅水装置で手間不要)
高耐久素材の勾配屋根で防水改修不要・雨漏り防止
地中梁に囲われたスペースをピット化したローコスト水槽

約5,700㎡計 約750㎡ 約6,450㎡ 約6,820㎡
車庫・屋内車路関連計

■面積表

約1,120㎡
約370㎡

警察署 駐車場関連 計 駐車場関連
合計

本体 別棟

2,500,000千円52,000千円
767,000千円
1,649,000千円

32,000千円
車庫棟（Ｓ造平屋建）

設備工事費
建築工事費

外構（駐輪場を含む）

概算
総工事費
（税抜き）

庁舎棟
(RC造6F建)

■概算工事費

「警察機能を発揮させる機能的な施設づくり」，「万全な防災対策による安全な施設づくり」及び「周辺環境と調和した魅力ある公共建築物としての施設づくり」についての提案
様式 11 広島南警察署プロポーザル技術提案書




